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このころの船舶と航空機は共に逓信省の所管
でした。私が無線電信講習所の学生だった昭和
1 7 (1942)年4月中ころ，目黒校舎の講堂で寺
逓信大臣の講演を聴いたのを思い出します。
そのころ船舶局の無線設備として設置された
無線送信機は，日本無線電信電話株式会社，安
立電気株式会社及び磯野通信機株式会社を含む
56社（他に国外 2社）の製品が使用されており
ました。
しかし戦争が開始されてからどのような会社
が艘造に参加したのかは調べておりません。
ここに御紹介する無線送信機は早川金属工業
株式会社（昭和17年の社名）の製品です。
もちろん昭和16年10月末日現在の「本邦無
線電信電話局所設備一覧表」にはこの製造会社
の名称は見当りませんが，昭和 (1943)年6月
の製作ですから，このころには製造に協力して
裏面
中短波電信電話送信機
型式 TMS-4S2 
贋波散 375KC-12420KC 
製品番号 2187 
昭和18年6月襲造．
が早川金属工業株式会社；
昭和 16(1941)年10月末日現在といえば， いたのでしょう。
10月18日に東條内閣が成立し，逓信大臣及び この無線送信機は船舶用，プレークイン方式，
鉄道大臣に寺島 健が任ぜられました。 発射する電波の型式及び周波数は， 375, 500, 
1364, 1600, 1750KHz, 3.5, 4及び8MHzと
なっていて 12MHz帯発射の周波数切換はあり
ませんが，送信機前面左下に電信，電話の切換
え及び送話器挿入口が付いています。
発射できる電波の型式がAlA,A2A及びA
3Eであること，周波数に 1364,1600及び1750
KHzがあることから使用されていた船舶の種類
を調べましたところ，農林省所属漁業取締船，
トロール監視船，水産講習所所属船及び水産試
験場所属船の中でこれに該当する送信機を使用
していたと思われる船舶局がありましたので，
多分この種の機器だと思います。もしそうなら
ば代表的な送信機出力は 500W,発射電波はAl
A, A2A375, 410, 425, 500, 1364, 1600KHz, 
A 3E 1650KHz, AlA 4140, 6210, 8280及び
12420KHzです。
（本学名誉教授宮坂武芳）
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